
もっとステキな岡本公園かいぎの様子

もっとステキな岡本公園かいぎは、岡本公園の改修に
ついて利用者の皆さんで検討を進める会です。全２回を
通して、現在の公園の魅力やこれから欲しい機能、老
朽化した施設の状況について、参加者皆さんに想い
をお話しいただきました。
「いまの自然や風景を大切にしてほしい。」
「今のままでは車いすやベビーカーでの利用は困難。」
「小さい子も安心して遊べる遊具が欲しい。」
「目が見えない人は音や匂い、触感で公園を楽しむ。」  
など様々な意見があり、それぞれについてみんなで
理解し合いながら計画を検討しました。 

参加者みんなで意見交換 

みんなの意見をまとめた当日記録 

 インクルーシブの視点を取り入れます！ 

インクルーシブとは「すべてを包み込む」といった意味を持ち、ここでは年齢
や言語の違い、体の障害の有無に関わらず、誰もが公園を楽しめることを指し
ています。  現在の岡本公園は貴重な自然的要素が多く魅力的ですが、誰
もが楽しめる公園にはなっていません。一方ですべての障壁を無くす改修
整備は岡本公園の魅力を減らしてしまいます。 
岡本公園かいぎでの意見交換を踏まえて、
岡本公園ならではの整備計画を取りまとめました。

岡本公園
（岡本二丁目１９番１号） 

第1回

令和4年9月実施 
岡本公園かいぎ

第2回

令和4年12月実施 
岡本公園かいぎ 改修工事

令和4年8月発行 
ニュースNo.1

令和4年11月発行 
ニュースNo.2

令和5年8月発行 
ニュースNo.3

国分寺崖線と一体となったみどりや湧水をいだき、
民家園も併設されている岡本公園。
地域に愛されてきた岡本公園ですが、
施設の老朽化により改修を行うことになりました。
改修計画の作成に伴い２回にわたり開催した「もっとステキな岡本公園かいぎ」
の中では、近隣にお住いの方、公園を毎日のように利用している方、今の公園で
は満足に利用できていない方など様々な視点からご意見をいただきました。
誰もが楽しめる岡本公園にするための改修計画をまとめましたので地域の皆様
にお知らせいたします。 

誰もが楽しめる岡本公園の改修計画をご報告！

計画検討のスケジュール  

案 内 図

もっとステキな岡本公園
プロジェクトニュース

2023年
8月発行

No.3

お問い合わせ   世田谷区 みどり33 推進担当部 公園緑地課 建設担当   担当：櫻井・津田    TEL：03-6432-7910   FAX：03-6432-7989
プロジェクト協力   NPO法人せたがや水辺デザインネットワーク （ せたがや水辺の楽校 ）

令和5年 令和6年
10月 ～ 3月(予定)

9月閉園前イベントの実施！
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岡本公園 改修計画
１００年後も四季折々の多様なみどりや今ある風景を残すため、老朽化した
施設や樹木を更新し、多くの人が安全・安心に利用できる公園に改修します。  

〈 改修の基本方針 〉

公園を楽しむインクルーシブな視点＝五感
見る 庭園景観（四季折々の景観、新緑や紅葉） 
触る 樹肌や葉っぱの感触、ひんやりした湧水
聞く せせらぎや竹のそよぎ、鳥のさえずり
嗅ぐ 植物の芳香、土の香り 

旧ホタル園の名残であるフェンスを撤去し、湧水を
いかした流れや湿生植物を間近で見て楽しめるよう
改修します。 

湿性植物園

車いすやベビーカー利用
者でも竹林に入ることが
できる園路を整備します。

竹林園路の再整備

歩行者用の園路を追加し、
エントランスを再整備します。 

エントランスの再整備

竹林を通る風の音や木
漏れ日を感じながら、
誰もが一息つける場を
整備します。 

竹林の休憩所

親しまれる庭園景観を保全するため、景観木や竹林の石畳、
池・流れは現在の形で残すことを基本とし、必要な補修をします。 

今ある風景の保全

【流れの景観】 【竹林の石畳】

広場

【円盤型ブランコ】 

● 車いすやベビーカーでも通り抜けや周回利用できる園路を整備します。
● 見通しや明るさを確保し、安全安心に利用できる公園空間に改修します。
● 在来種や生物多様性に配慮した植栽計画にします。
● 間伐や植え替えにより、樹木の健全な育成を図ります。 

〈 共通事項 〉

既存の遊具は残し、
体が不自由な子供
でも遊べるブランコ
も取り入れます。

小さな子供や車いす利用者も
湧水に触れることができる遊具
を設置します。

水に触れる遊具


